
見・あいねっと進フォーラム

ここから始める地域共生社会の実現

~支え支えられの私たち~

ボランティア募集&イベント月報

見・あいねっと

【日時】令和2年2月22日(士)13:30~16:00(開場13:0の

【会】鶴見公会堂

(鶴見区豊岡町2-17ーガ1・6階 JR鶴見駅西口、徒歩すぐ)

【内容】第1部:社会福祉功労者感謝会

第2部:地域活動(福祉保健の取組「あいねっと活動」)の

事例発表

コーディネーターソ＼森淳氏

発表団体:学んでご飯、中高年のひきこもりに

関する情報交換会、鶴見みんなの会

ボランティアコーナー・障害児者作業所製品「鶴

つこ」の展示・フードドライプコーナーの実施

【保・手話通訳】ご希望の方は2月13日(木)までに事業企画

担当まで(保育のみ先着順・定員あり)
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令和2年

【申込・問合せ】

鶴見区福祉保健課事業企画担当回 510-1826 囲510-1792

鶴見区社会福祉協議会皿504-5619 囲 504-5616
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区内のボランティア・当事者団体などに対する助成金制度

の説明会です。

旧時】令和2年3月16日(月)14,@@~15:30※保育あり

19日(木)18:0@~19:30

28日(士)14:@@~15:30

【会】鶴見区福祉保健活動拠点《鶴見区社協)

【定員】各回先着50人

【内容】助成金制度の概要、申請書類の書き方など

【申込】団体名・氏名・参加人数・電話番号を鶴見区社会福祉
協議会ふれあい助成金担当まで電話、fax、メールで

回 504-5619 囲504-5616 info@yturumi-shakyo.jp

【締切】 3月9日(月)

※手話通訳・保育ご希望の方は2月17日(月)までに申込み

【申込・問合せ】鶴見区社会福祉協議会皿504-5619

見区ふれあい助成金明会<全3回>

手話サークル「バラの会」会員募集心者大歓迎!

地域の聴覚障害の方から手話を学ぴ、講演会や交流会など楽

しいイベントもあります。手話に興味のある皆さん、まずはお

気軽に見学にどうぞ。

【日時】毎週土曜日18:00~20:00(連休等の場合は休み)

【会】鶴見区福祉保健活動拠点(鶴見区社協)

【会】 1力月1,000円(学生500円)

【申込・問合せ】担当:秋葉まで留守電またはFAXで。

圃囲 504-3031 折り返しご連絡致します。

「今日から使える手話入門講」受講者募集<全8回>

見区社協より hせP:/ノ艸W.yturumi・shakyo.jp/

主催:手話サークルf・net

【日時】令和2年9月10日~11月5日の毎週木曜日18:30~20:30

※10月29日は休講

【会】鶴見区福祉保健活動拠点(鶴見区社協)

【受講料】 1,000円(初回のみ)

【申込・問合せ】担当:、堀内

圃080-4838-8924へ電話またはショートメールで

点字・録音版もあります
見区牡協だより」は共同

活用・矧テしています

至川崎駅 至京急川駅

手話サークル「の会」て

横浜
銀行

四

初心者大歓迎。多くの方の参加をお待ちしています。

【講師】岩沢正雄

【日時】毎月第2 ・ 3 ・ 4欠曜日19:00~20:30

【会】鶴見区福祉保健活動拠点(鶴見区社協)

【参加費11力月300円

【申込・問合せ】高橋由美子回 581-2276 ※尖曜日除く20:00~21:00
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社協
だより

「表紙クイズ」&愛読者アンケート

見税務署

潮鶴橋

鶴見11

丁をしてい冨

マろなの?

"見区社協

リオベルデ胡声2F
IFろうきん

集

表紙の写真を見てピンときた方、ご応募

ください。応募は、はがき・FAX ・ Eメールで、①表

紙のクイズの回答2郵便番号・住所・氏名・電話番

・年齢③鶴見区社協だよりを手に入れた場所④ご意^

・ご感想を記入の上、 2月29日(必着)までに鶴見見

区社協「アンケート係」ヘ。

当選のご連絡は次号発行後賞品の発送をもって代えさ

せていただきます。

※本応募でいただく個人情報は、当選者への賞品発送

にのみ使用いたします。

叢

〒230-0051 横浜市鶴見区鶴見中央4-37-3フりオベルデ鶴声仂、くせい)2階

回 504-5619 囲 5045616 Eメール:info@yturumi・shakyo.jp

入り口です.
はありません.
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表クイズ
ここは見のどこの空?

カモメの姿がいつもあります

野大、近応方法はウラ表紙をこください,'武藤伯晃(2019年12月)

社会福祉法人横浜市見区社会福祉協会Tel.045-504-5619Fax.045-504-5616
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「ネ協式、社福祉協議=の略で、社会福祉シに基づき、国の都道、県、

区町村に1・つ設置されています。

地域が抱えている福祉に関わるさまざまな悩みやこ相談を地域全体の問題

してとらえて、区民のみなさまと協力して解決を図ることを通じて、よりよいまち

づくりを推進しています。

区社t肋はマんなマΣしています./

鶴見区社会福祉協議会(以下鶴見区社協)では、常勤と非常勤を合わせて22名が

働いています。職員は、公務員ではなく社会福祉法人の職員です。

'吹鶴見区社協では、地域の福祉活動に携わっています。

レ~今回は、3つの事業を紹介いたします~「繋がる」「助かる」「支える」
^

「傾聴つるみ」は傾聴について学んでいた有志が集まり発足
区社協のボランティアセンターで

繋がる したボランティアグループ団体です。主に老人ホームやデイサ多くの人と繋がることができました

ービス、個人のお宅で活動されています。

区社協のボランティアセンターは、立ち上げまでのサボート

と、立ち上げ後にはフォローアップを図り活動を支援してきま

した。

代表の松尾さんは。最初は『何を話すことはないわ」とおっし

やっていた方も、活動が終わる巳ろには「自分のことを聴いて

もら含て、 Cんな促話せた⑳催玖レぶり』とWう言葉をかけて
」

くださるのが嬉しいと話レてWます.

巳のようにボランティアセシターで催鳥活動紹介や気軽に参
▲ボランティアグル

加しやすい講座や交流会実施し、ボランデイア活動を応援してープ傾聴つるみ

ぐ実際の活動の様子
闡ます.

◆傾聴つるみ傾聴ボランティアは、お話をゆ含くり聴くことで、お年

寄のや外出があまりできない方に、踊レい時間、ほっとする時間を過こ

レていただ《活動。現在、12名で活動レて、ぽす.

【活動場所】屡自宅0特別養護老人ホーム0デイサービスなど

【問い合わせ先】鶴見区ボラシテ4アセ三膨一まで回5045625
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区社協のフードバンクで

助かりました

▼見区社協が入っているりオ、ルデ

声の外観(詳細は面下{一記してあ

ります)

'新会長渡辺武会長(前列右から2人目)と職員

令和元年7月1日~12月31日受付分

()は期問中の寄付回数

横浜信用金庫鶴見駅東口支店普通042900

社会福祉法人横浜市鶴見区社会福祉協議会

善意銀行鏑木克芳(カブラギカツヨシ)

善意銀行寄付

くらしに、まちに、

あなたのお金が

生きている

X社協だからできることもたくさんあノます!ぜひ、ご相談ください。

●「鶴見区社協だより」の発行費は、共同募金配分金を活用しています。●「鶴見区社協だより」では、広告を募集しています。●一部地域では、障害者地域作業所力配布しています。●次号(第92号)は2020年8月1日タウンニユース版発行予定です。
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【剖 排匁)原

誹番ンVは病気のため、外出してお釡甚おぢずこ匙や武必要な1

金銭寄付者(敬称略・順不同)●横浜市生麦地区センター●特定非営利活動法人こんにちは・国際

交流の会●前川和彦(2)●潮田地区センター●鶴見区仏教婦人会●神奈川士建一般労働組合横浜鶴見

支部●内田八江子●島忠横浜店●吉澤眞一●上末吉地区社会福祉協議会●長谷川晧●山川晃弘●オー

ル市場自治連合会●AGC労働組合京浜・研究所支部●AGC労働組合本部●横浜労福協東部支部●中

央労働金庫鶴見支店推進幹事会●鶴見コンクリート株式会社●片田由美子●岸谷のM●匿名(4)
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Aさんから、区役所(生活支援課・生 ^皿

白飯j n-T 、ぐ 山4、τ●^'

活困窮者支援担当鴻命こ陛活の塵酉直し

と就職活動を手伝ってほしい」苫珂相談'

がありました。いろいろな困P。書富'纎't 隊受
して支援を行っていましたが堀一;時的趣口・'1

収入が途何金ぞC裳ち爵がありハ余t沙・βε部、゜80
食べ物の貯えもなくなってしまったとき、 ^

鄭1楽3' ^゛

区社協が食料の提供を行い、その方の生 'U、ち'儲割

活を支えまUた。"゜_、鶴見区社協職員と鶴見区役所職員ト

ε:OS、,、 0:9↑日尖゛,・ε・ S業員

司Aさんに提供した

食料。「豊岡第二町

会」「フードドライプ

神奈川」からの協力

で集まつたものです

雫・騎】

.^

に代わり、銀行での出納や生活に必要な支払いの支援をしまし
→

た。その後、Bさんは徐々に貯金をすることができ、家になかっ

たクーラーの設置をすることもできました。

区内には高齢者・障害者にかかわらず、同じように困ってい

る方がまだまだいます。「自分のように困っている人が他にも

たくさんいると思うので、あんしんセンターがもっと知られて

ほししU と、 Bさんは話しています。

P ち二、DI J

物品寄付者(敬称略)●吉兆グルーブ(@'●キ回一力鶴見:EP央店(2)●匿名(
γ凧キ§のー

^1区社協窓口への持参(月~土9時~17時)寄付の方法
2銀行振込

★物品寄付についてもこ相談ください。

"§ノ忌'百く 1n、、:"^こ.、、、/J.・'・1々Lムー、、1、.,'フ

支える区社協のあんし'セシ守で酉dl J乞ことが難し共秩"をし"、ず金銭倖理を支援ず岩ぜ
社協のあんしんセンターと契約し、'あんしんセンタムがBさん
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